Relationship between swallowing function and breathing/phonation by 山口 智
論文内容の要旨 















(Chest expansion score)を、発声機能の指標として最長持続発声時間(Maximum phonation 
time : MPT)を使用し、嚥下機能との関連について検討したので報告する。 
研究対象・方法 
 研究対象は、平成 28 年 1 月 1 日から平成 28 年 7 月 31 日の期間、日本医科大学武蔵
小杉病院耳鼻咽喉科に嚥下障害を主訴に受診し、意識レベルが清明で座位保持が可能であ














 研究 2: 胸郭拡張差と誤嚥の有無との関係について腋窩高、剣状突起高における胸郭拡張
差は誤嚥なしの群と誤嚥有りの群で有意差を認めなかったが、第 10肋骨高においては誤嚥
なしの群で 4.10cm、誤嚥を有りの群では 2.95cm であり、誤嚥有りの群で有意に低値であ
った(p<0.05)。MPT と誤嚥の有無との関係について、誤嚥をなしのでは 10.55 秒、誤嚥有
りの群で 6.10秒であり、誤嚥有りの群で有意に短縮した(p<0.05)。 










が示唆されると共に、第 10 肋骨高における胸郭拡張差、MPT は、嚥下障害のスクリーニ
ング項目としての有用性を期待できると考えられた。 
